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新たな都道府県別健康寿命の公表について

１　概要
　　12月20日に厚生労働省が開催した第16回健康日本21（第二次）推進専門委員会

において、令和元年の都道府県別健康寿命が公表された。

２　本県健康寿命の状況（前回(H28)との比較）
　・男性が、73.45歳（＋0.82歳）、全国順位５位（前回６位）
　・女性が、76.58歳（＋1.21歳）、全国順位５位（前回13位）
　・男女計では、75.04歳（＋1.02歳）、全国順位５位（前回６位）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：歳）
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【参考】分析等
項目 内容

算出方法 ・健康寿命は国が、「死亡率」と「不健康割合※」から算出している。
※不健康割合とは、国民生活基礎調査における「日常生活の制限に関す
る質問」の結果から算出。

分析 ・年齢調整死亡率は男女とも連続して減少している。
　（人口10万対　H22 527.2人→R1 453.3人)
・不健康割合は、前回(H28)と比較し、令和元年は、男女とも減少した。

延伸の要因 ・死亡率と不健康割合ともに、改善したことが健康寿命の延伸につな
がったと考えられる。

３　他県の状況（男女計は本県算出）
　　 男女計 男性 女性

１位 大分県 75.30歳（22位） 大分県 73.72歳（38位） 三重県 77.58歳（３位）

２位 三重県 75.29歳（５位） 山梨県 73.57歳（１位） 山梨県 76.74歳（２位）

３位 山梨県 75.19歳（１位） 埼玉県 73.48歳（２位） 宮崎県 76.71歳（25位）

４位 宮崎県 75.11歳（21位） 滋賀県 73.46歳（17位） 大分県 76.60歳（12位）

５位 静岡県 75.04歳（６位） 静岡県 73.45歳（６位） 静岡県 76.58歳（13位）
※（　　）は前回順位

４　今後の対応
死亡率を減少させるため、従来、行ってきた生活習慣病の発症予防・重症化予防
をさらに推進する。
不健康割合を改善させるため、社会参加の機会の創出、居場所づくりの推進、移
動支援の充実など社会環境の改善に取り組んでいく。
科学的知見に基づく健康施策を推進するために、令和３年４月１日に開学した静
岡社会健康医学大学院大学における研究成果を社会実装するとともに、新しい視
点での健康づくりに取り組むため、「ヘルスオープンイノベーション静岡」を活
用していく。


